
 

 

地震 土砂崩 洪水…… 災害 い 自分 身

降 わ い 理解し い 普

段 ⾷料 水 用意し災害 備え い ⼈ 少

い い う し 多く 命

救い い いう思い 商学部田村 ー 田

村 学生 11 名 防災袋 開発し  

開発 あ 苦労 完成し 製品 込 思

い う 田村 池田聖 さ

さ 宮本哲也さ 横尾裕貴さ い 4

年 話 伺  

 
防災袋 AirPost ＝田村ゼミ提供 

 

 防災袋 Aろィ Pんイt し コン 手

放 い コン プ し 制作さ カ

ン専門店 ろcれろmaィuをろ 大阪市北区 連携し

丈夫 軽く ま し 帆布 用い 作

い  

 田村 研究内容 流通 ー ン

う ザ ン 価格 商品 売

誰 向 売 いう製品販売ま 道

考え 分野 今回 本学広報部 大学 新し

い ッ 制作し ほしい いう依頼 受 大

学 共同 開発し ペン ー コン ッ

制作 案 出 本学 防災事業 ⼒

入 い 知 防災袋 決定し いう  

 制作 あ 本学学生 対し ン ー ⾏

調査 通し 学生 防災意識 低い

防災袋 持 い 学生 少 い 判明し  

 後 ン ー 重 学生 買 う

値段 抑え 部屋 置い 大

さ し ⾒ 目 必要 実感 完成し Aろィ 

Pんイt ュッ 型 箱型 変形 ン

し 部屋 置 い ま 色 豊富 ず 色

選ぶ さ 市販 防災袋 相

場 約 1 万 4000 円 Aろィ Pんイt そそぜ0 円 学生

比較的購入し い  

落ち着いた⾊合い 魅⼒の全 6 ⾊＝田村ゼミ提供 

 

 防災袋 中身 水 ⾷料 手製 市大生向 避難

ュ 既存 防災袋 中身 調べ コ

重さ 考慮し 厳選し 田村

昨年 そ 月 熊本 訪 熊本大学 防災 研究

学生 熊本学園大学 学生 防災士 方

話 伺 Aろィ Pんイt 中身 聞い 災

害 体験談 参考 厳選し 災害時 家

いつかの「もしも」に備えよう！

商学部ゼミ制作防災袋「AirPost」 

綺麗 夜桜 見 い人生 し 。 大  
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持 出し 避難所 物資 届くま 約二日間 生

延 必要最小限 防災袋 余

裕 あ さ 必要 あ 自分 入

 

 201せ 年春 ⼀年間 ⻑丁場 企画 苦労 絶

え い 特 日経 てP 主催 ⻄日本 ンカ 向

準備 同時 進 く 大変

いう し し 苦労 あ Aろィ Pんイt 取 上

ンカ 審査員特別賞 受賞し い  

 池田さ 家 目 く 置い く

防災意識 ⾼ ま 場所

い 購入し 万 ⼀ 事態

備え ほしい 語  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
箱型 らリュック型への変形の手順＝田村ゼミ提供 

 

文責 

⾏田美希 Hろjろcれん  

 あ 今回 現実 考えさ 質問 恐 くあ 悩 末 質問
い そう 確 ういう⾔葉 迷う 思うわ い い
くい いっ あえ そ 話題 触 い いう う っ

 
 く⾔わ 浪⼈ 努⼒ 結果 留学 病気 得 い事情 あ
っ 別 留年 遊び くっ 努⼒ っ 結果 捉え あ

し 浪 決 っ 知 合い 応援 ッセー 送っ あ いい 思うわ ・ ・
留年 決 っ 知 合い あえ 活 ⼊ ⽅ いい う 留年 決 っ 本⼈ ⼀番
分 っ い 思う 本当 反省 べ そ 留年 決 っ ⼈ ういう
⾔葉 ほ い 本当 知 い あ 留年 分 思うわ
さ っ ⾔っ っ 冗談 あ 留年 い 頂戴  
 
 さあ あ 程度 アドバイ あ あ 次第 分 っ 声 ⾏っ あ

さい  
 

文責 マダ 鳥子 

もう 2 回生 の 南食堂 北食堂の区別 つ ませ 。助け く さい。 結  

マダム鳥子のピーチクパーチクうるさいわね! 

〜今日 悩 雛⿃たち 〜 Volげ11 

知 合い 留年した 、3 浪 決定した 様々 あった春 す 、
そういう⼈たち ういう⾔葉を あ い し う  疫病神  
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ンシャキ ウ ンシャ 新入生 馴染

無 課外活 参加 人 馴染

深い響 あ う 正式 四者連絡協議会

名前 持 彼 彼 存在

一体 活 い 詳 知 い

人 少 い い ざごさぜ 年度四者連絡協議会

四者協 執⾏部 じ 人 話 伺  

 
 

 

 

 

 

 

 

――四者協 う 団体

 

⽇向 ⽂ 委員⻑  市大 体育会・音楽系

ーク 協議会・⽂化系 ーク 連合・応援団 四

団体 存在 い 四 団体 四者

協 いう一 大 団体 予算 加盟団体

意⾒・要望 大学 交渉 い 私 四者

協執⾏部 中⼼ 活 い  

吉⽥ 音 委員⻑  具体的 四者間

予算配分 決定 新入生勧誘活 取 仕切

学生支援課 連絡 各団体 伝え

⾏ い  

森 応援団団⻑  大阪市⽴大学新聞 ぬろjろょれん

協⼒ てOX 部室 管理 ⾏ い

 

―― 大学 交渉 あ 学生支

援課 う 関係性  

森 年度 大 違う ……  

吉⽥ じ 人 違う  

―― う  

森 四者協 い あ じ 団体 代表

考え 距離感 活 い  

 
⼩川体育会幹事⻑＝3 月 18 日、中村伸二撮影 

―― 四者協 存在 い  

 ⼩川 体育会幹事⻑  例え 新歓活 大

学 取 仕切 可能 大学主導 ⾏う 

問題 起 い 最優先 規制

う 思い 四者協

学生 意⾒ 反映 活 学生 

主体 ク 新歓 い  

 吉⽥ 言う 新歓 大学

いい いえ 学生

い 以上 学生 中⼼ 運営

い 当然 思 い  

私たち「フレンドリーヨンシャ」

四者連絡協議会に迫る 

四者連絡協議会執⾏部 左から  

⾳楽系サークル協議会委員⻑ 吉田ひ 経・3 年・Music 

Research でlub  

体育会幹事⻑ ⼩川聖樹 経・3 年・軟式野球部  

応援団団⻑ 森翔一 商・4 年・応援団  

⽂化系サークル連合委員⻑ 日向陽太郎 理・3 年・HRとP、

映画研究会  

最近地震 多 不安 す。地震 来た グラウンドに逃げ しょう。 土
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 ⽇向 課外活 いう僕 自発的

い 言 い 学生支援課 連

携 協⼒ い 学生 主体的

⾏ い 存在 い  

 ――四者協 所属 メ あ  

 森 支援課 説明 現在 全学生 う 約 6 割

課外団体 所属 い う 半分以上

四者協所属 し 割 じ 割ほ 学

生 四者協 所属 い いえ 市大最大規

模 団体 所属 大学へ意⾒ あ

一 団体 ⼒ 超え 影響⼒ 持

 

 吉⽥ 予算面 メ 大 い 思い

年々大学 ーク 援助⾦ 減少 い

代わ 教育後援会 保護者団体

援助⾦ 新 設⽴ ー 予

算 増加傾向 あ 予算 配当 受

活  

 ⽇向 物品 援助 可能 範囲 ⾏ い

 

 ⼩川 輪転機 使用 ビ 印

刷 有利 思い 体育会 輪転機 ンク

無 ⽂ 借 四者間 助

合い あ 利点  

 ――ビ いえ さぜ 年度 新歓 花道廃止

代わ 各団体 大量 ビ 印刷 四者協

提出 必要 あ  

 吉⽥ 花道 廃止 理由 新入生

整理 い いビ 渡

大変 花道 怖い いう意⾒ 反映 

 

 森 沢山 ビ 読 気  

無 冊子

綺麗 状態 ビ 新入生 読 う い 

う試 反省点 あ ⽅向性

間違 い 考え い 来年以降

分 恐 花道 復活

無い 思い  

 吉⽥ 冊子作製 労⼒ 凄 来年度

⽅ 考え ほ い  

 ――輪転機 使用 い四者協非加盟団体 印

刷 困難 い う  

 吉⽥ 無理 提出 い ……  

 森 四者協 所属 い い メ

いえ い  

 ⽇向 SなT STUとY なOR TWO 今春

⽂ 所属 う

新 四者協 加入 気

団体 ⽅ 問い合わ ほ い  

 吉⽥ ひ入 い！！ 

 
吉田⾳楽系サークル協議会委員⻑ 

――四者協 課題 点 あ  

 吉⽥ 四者協 支援課 言わ

学生 発信 い 仕事 中

⼼ い 先ほ 言 う 本来

学生 意⾒ 大学 要望 四者協 存在

い 大学 折衝権 持 い 四者協

大学祭実⾏委員会 権

利 大切 い い  

 森 四者協 四 団体 代表 集 意⾒

違う あ 言い 点 私

一致 い 重要 考え 全学生 背 大学

話  

⼩川 喧嘩 建設的 話

合い い  

 ―― 大学 学生支援課 ？ 

 ⽇向 う 支援課 同 向

い い 考え い 笑 実際
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支援課 職員 学生 意⾒ 耳 傾 人

多い 支援課 上層部 決定 板挟

い う 難 い部分 あ

思う  

 森 支援課 い 世代 君 学生

味⽅ 言 い 私

言葉 信 い  

 ⽇向 僕 学生 意⾒ 言 じ 年

経 卒業 い わ ⻑期的 話 合い

向い い い 先輩 言わ

い 僕 言わ 生

い う 四者協 引 継 大学 制約

思 い  

 
森応援団団⻑ 

――四者協 考え 市大 課題 あ  

 森 自転⾞撤去問題 課題 思い 撤去

事務員 存在 必要 思い わ わ

嫌 う 撤去⽅法 疑問 あ

問題 対 事務員 廃止運

学生 自転⾞ ー 向上 働 い

い 問題 四者協 いう

学生全体 課題 取 組 い  

 ⽇向 自転⾞登録料⾦ さごごご 円 い

用途 不透明 困惑 い 用途 分

い あ すごご 円 さすごご 円

い ⾦ 払い い い

う学生 気持 理解 ほ い  

 吉⽥ ご 円 ほ い  

 ⽇向 少 用途 透明化 値下 交渉

可能 状況 ほ い  

 ――他 あ  

 ⽇向 てOX 減少傾向 あ 問題 移

転 い 話 合い 建設的 ⾏ ク ・

ーク 利益 守 う い  

 森 予算 都合 い部分 大 い

毅然 権利 要求 い い  

え い 半分 後継者不⾜ 原因   

 
日向⽂化系サークル連合委員⻑ 

――最後 今後 意気込 教え い  

 森 ク ・ ーク 大学 元気 い い

う想い あ ク ・ ーク

味⽅ 活 い  

 ⼩川 てOX 移転 府市大統合 ⽇

向君 言い 僕 じ 年 終わ

今 僕

⾒ 市大生 じ 年 良い いい

思い  

 ⽇向 僕 四者協 中⼼ 横

深 い う い  

 吉⽥ 私 楽 い ！ 私 仕

事 いク ・ ーク

嫌い ン ー い 何 相

談 ほ い ⽇常会話 いい ュ ケ

ーシ ン い 今年 始 四者協

ばねNど 私 当 い 沢山顔⽂字

使 親 い四者協 い

 

 ⼩川 ン ー四者 いい 笑  

 吉⽥ 四者 カ カ ン ー ンシャ  
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朝 1 年生 般教に勝 せん。 伸  



 

 

 ⽇向 い 笑 い感 親

い 嬉 い  

 森 ク ・ ーク 仲 良い大学 ン

ー ンシャ い ！ 

 ――あ う い  

 

⽂責 

中村伸二 ぬろjろょれん  

 

 

 

第 じ 回⽇中大学学生芸術交流展 ろを 大阪 し 月 ざそ ⽇

6 ⽇間 北新地 あ クエ

⾏わ 同 ベン 美術部⻘桃会 上海大学

芸術 通 ⽂化 深 合う 目的

⾏ い 大阪府⽴大学 神⼾大学

参加  

初⽇ 本学⽥中記念館 開催式 ⾏わ NPO

法人大阪府⽇中友好協会副理事⻑ 江原 ⽇

中平和友好条約 締結 じご 年 いう節目 年

⽇本 中国 友好 深 嬉 い

⼒ 貸 ⽅々 感謝 い 語

留学生 ⾺ 交流展 伝統 継承

部員 主体的 頑張 い

う 人 ⽇本 中国 ⽂化交流 深

主体 う 話

後⾏わ 懇親会 荒川学⻑ 出席 上海

大学 留学生 英語 交流 ⾏  

 

 
開催式の様⼦＝本学田中記念館 3 月 29 日、⻘桃会提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化でつながる 

日中芸術交流展開催 
 

 

実際 作品展⽰ ⾏わ い クエ

絵画 書道 ー ー

展⽰ ⽂化 違い う え 作品 あ

真剣 作品 鑑賞 人 ⾒受  

 

 
展示会の様⼦＝ ち ちスクエアきた 3 月 30 日、加藤菜々⼦撮影 

 

⽂責 

加藤菜々子がぬろjろょれんき 

 

◯四者連絡協議会連絡先 

yんをイれa「yんざごさぜつるmaろ」げょんm 

◯四者連絡協議会公式 Twろttらィ 

つyんをイれa「yん 

◯四者連絡協議会公式 ばねNど 

 

9 人 来客 多す す。 濱  
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 本学 伝統 あ ラ ート部 ート競技

ート ー 漕 タ 競う

タ 競技大会 いう意味 様々 種目 あ

分 大 ー さ 人 さ 本持

ー 種目 小 ー さ 人 2 本持 種

目 2 あ 圧倒的 強 誇 ート部 魅

⼒ 探 べ 主将 あ 安東秀人 ⼯・じ 年

話 伺  

 
ボー を漕ぐ様子＝ボー 部提供 

 

 ——普段 練習 い  

 季節 違い 春 夏 主 複数人

舟 乗 漕 ー練習 い

体重 落 ⾝体 重

要 週 2 回 トト ー ン あ

さご 月 し 月 ー ン トト

ー ン 加え 基礎体⼒ 上 ト ー ン  

有酸素ト ー ン い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

——天候 悪い 練習 あ  

 ⾬ 降 い 気合い 漕 風

強 波 高い 控え ート 後

向 漕 ⾒え い世界 進 危険

ー 練習コー 安全チー

安全面 気 い

冬 朝 水 凍 寒い ー 漕

慣 い 後 乗 い 先

輩 水 い 凍

あ 笑  

 

ボー 部員 一日 
 

 

 

こ 私 も先輩 れ した 犬  

クラ よ〜い ン！ 市大 活 す  
クラ やサークルを取 上げ いくコー ー

す。 
あ た あ 子が所属し い 
クラ を詳しく知ろう をコンセ  

し います。 
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第 2 回「ボート部」 



 

 

—— ート部 入  

 最初 他 ラ 入

友人 ート部 入 聞 ラ

興味 わ 新歓 ート 初 漕

水面 滑 感覚 非常 気持

良 大学 う

い 思い 場 入部  

 —— ート部 魅⼒ 教え い  

 入 思 先輩 人柄 良

全日本大学選手権 ト 優勝

いう目標 成 遂 い いう熱い気持 感

う 先輩 出会え 僕

衝撃的  

 あ 桜 宮 寮⽣活 い 部員

⽣活 共 い 家族以上

家族 う 大学 友達 少 違う関係 築

いう 良 家族

う 仲間 い 困難 乗 越え

ういう 好 ー ャー 僕

勝 う いう思い 一人一人 主体的

い ういう姿 ⾒ い 自分

頑張 あ 風 互い 刺激

あえ 良い組織 今 思い  

 ——桜 宮 共同⽣活 い あ

部員全員 泊 込 い  

 選手 ト ー ー 全員泊 い ー

ャー 交代制 泊 込 いうわ

週 2 帰 人 い 朝食

夕食 ー ャー 栄養計算 作

じ 年間 ー ャー 飯 ー

ャー 僕 ⾝体 作 う  

 ——す 月 さそ 2ご 日 ート祭 開催

ート祭 向 ひ 願い  

 ート ー ー 知 え

いい ベント 思 い あ 大学 ー

ト祭 い ー 取 組 大 ベント

無い い ート祭 通 学内

盛 上 いい 参加

サー 団体 増え 面白 思う

今後 人 参加 い  

 —— ート祭 出 方 ー 願い

 

 前 人 合わ いう 重要 一

番速い ー 自分 確認

丁寧 漕 上手 ⼒一杯漕

必要 ート祭 ベ 合わ 

十分  

 

 

 

 

 

 
 

漕手 進⾏⽅向 対し 後ろ向 乗 ボー を ー

漕ぐ選手  

舵手 進⾏⽅向 対し 前向 乗 舵を 選手 コ

ッ ス もいう  

 漕手 。 人 舵手 1 人 成 スウ ー 種目  

 漕手 4 人 舵手あ し

あ スウ ー 種目 ス 種

目  

ペ ス  漕手 2 人 ペ 舵手あ

し あ スウ ー 種目 あ ス 舵手

し ス 種目  

シン ス  漕手 1 人 舵手 し ス 種目  

 
 

 

 

 

 

 

 

文責 

谷⼝結梨果 Hろjろcれん  

ヤシの木 漫画のネ しすぎ 部内からブーイング 受け い す う  

第 12、 回ボー 祭 

開催日 5 月 19 20 日 

場所 桜ノ宮大川下流大阪市⽴大学ボー 部艇庫前 

申し込  5 月 6 日  

HP httpイ://ocuboatりらイta.エiォイitら.com/12、th 

メー  boatりらイta12、@るmail.com 

最近 戦績 
第 、1 回市⻑杯大阪シテ ッ  

男子舵手付 優勝 

 

第 2。 回加古川 ッ  

⼥子 ス 優勝 男子シン ス 第 2 位 

男子 ス 第 2 位 
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2018年5月

第58号

ュース・コラム
■ いつ も も 備え う！

商学部ゼ 制作防災袋 AろrPんst
■ 鳥子 ー パー う さいわ ！

■ 私たち レン ー ン ャ
四者連絡協議会 迫

■ 文化でつ ⽇中芸術交流展
■ 〜い ン！ ー 部

ふたば祭 振 返 う！ ォ レ ー …p.2、p.11

競技 ン 部 テー ＝じ月21⽇、中村伸二撮影

読者投稿コー ー・漫画
■ 四コ 漫画 そ けひ ち うさ
■ 市大川柳
■ 大喜利コー ー ねCHねDAね ン

…3

…5
…12

…8
…9



銀
賞

春
う

二
度
寝
し

一
限
飛
ば
し

ア
ム
ロ
ツ
ヨ
シ

一限
を
制
す
る
も

大
学
を
制
す

で
す
よ

大阪市⽴大学新聞 Hijicho 市大や市大⽣ ⽣活 関す 川柳を募集 います
賞 選考を毎⽉⾏い 紙面 ブ版 含 発表 ます 今回 多く 作
品を 応募い ま あ う いま

市大川柳

次号 皆 ま 川柳を掲載 ます ページ上 QRコード 応募く い
締 切 5月14日 す

https://goo.g」/Idrrjな

発⾏所 ©大阪市⽴大学新聞 � ���� � �

〒55。-。5。5 大阪市住吉区杉本3-3-さ3。 大阪市⽴大学杉本キャンパス旧教養地区 共通研究棟さ2さ号室
hijicho@gmai」.com http://hijicho.com/

賞
ま

い
け

ル
単
す

ば
ま

い
け

留

年

戦

士

銅
賞

ぼ

っ

し
始
め

う

な

ユ
ー
チ
ュ
ー

ぼ

っ

有
名

っ

ら
是
非
取
材
さ
せ

く

さ
い
ね
。

焦
燥
が
伝
わ
っ
く
る
力
作

す
ね
。

お題 市大 新しいサークル ん ？

⾦賞
天王寺1分乗 換えの会 I 」んvら 阪和線

銀賞
撤去さ た自転⾞ っそ 元の位置 戻してあ サークル ヤバイ教科書屋さ

銅賞
JR遅延計測サークル 普通も止ま い 最遅CAマンダ

6月号 題 5月さ4⽇締 切 さ限 授業 誰 来 っ うし ？ す 回答 上
側 題 下側 QRコード 投稿く い


